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1 パンデミックと幸福 

 コロナ感染症の影響は、社会経済の基礎である個人の社会生活にまで及んでいる。特に、パンデ

ミックの対策として広く実践された social distancing や stay home、時短営業といった社会行動パタ

ーンの数々は、人々の身近な関係性に依拠した対処行動として広く知られ、2021 年現在、人々の社

会生活に定着しつつある。 

こうした社会的状況では、身近な関係性が良好、かつ、不健康のリスクを低減できている状態が

特に求められる。もともと、パンデミックでなくとも、ウェル・ビーイングの中核である幸福感

(happiness)は、さまざまな文化を超えて心理的な平穏さと社会的な関係の調和を意味することが指

摘されている(Delle Fave et al., 2016)。ゆえに、パンデミックは、ウェル・ビーイング自体への脅威

とも捉えることができる。 

 

2 幸福の測定と文化 

心理学では、幸福感の測定に、理想の充足や達成、統制感といった、個人的な主体性の感覚を重

視してきた。しかし、こうした側面は幸福追求の 1 つの方法に過ぎず、様々な文化を超えて幸福追

求を支える要因としては、平穏さと関係調和を無視することはできない。実際、前者の個人的な幸

福を項目とした従来の幸福感尺度は、欧米圏など、個人主義文化であるほど高い得点を示すが

(Myers & Diener, 1995)、後者の平穏さと関係調和を取り上げて心理測定法として標準化した「協調

的幸福感」尺度を用いた研究によれば、南米や東アジアなど、集団主義文化で高い得点が示される

(Hitokoto & Takahashi, 2021)。このことは、幸福感の含意に文化的な多様性が存在することを示すと

同時に、異なる種類の幸福感とその性質を把握する意義があることを示唆している。たとえば、

Hitokoto & Takahashi (2021) は、オランダと異なり、日本やコスタリカでは、協調的幸福感が高齢者

ほど強いことを明らかにしており、文化に依って平穏さと関係調和の培われ方もしくはあり方に違

いがある可能性を指摘した。もし、高齢者ほど身近で援助的な関係が充実し、もしくは、そのよう

に感じることが文化によって異なるならば、いわゆる社会関係資本の生涯を通した利用可能性など

に、国に応じた応用があり得るのかもしれない。 
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3 協調的幸福感とパンデミック下の健康 

 これまでの研究により、協調的幸福感尺度は、さまざまな健康指標と正の相関を示すことが明ら

かになっている。たとえば日本人学生を対象とした疫学的調査研究では、協調的幸福感は学生の健

康的な生活習慣―欠席およびネット依存の少なさと、「睡眠の質」―に関連することが示された

(Kitazawa et al., 2019)。睡眠の質は孤独感が高いほど悪化することも知られており、その過程は社会

的動物として基礎的である(Cacioppo et al., 2006)。例えば、孤独な霊長類は、炎症反応に関する遺伝

子発現が促進され、抗ウィルス活性に関する遺伝子発現が抑制されるという、「逆境に対する保存

された転写反応(CTRA 反応)」を示す。孤独感や、心理的な平穏さと関係調和を測定することで、

社会的に支えられる人の健康について実証的な知見を得ることができよう。 

興味深いことに、協調的幸福感は、洋の東西を超えてコロナウィルス感染症の諸症状の少なさと

関連する(Hitokoto & Adeclas, under review)。これが果たして上記のような生理的メカニズムを媒介

したものであるかは定かではないが、少なくとも孤独感は媒介することが示されている。協調的幸

福感の社会的かつ健康的性質に鑑みると、それが高い個人では、身近な関係を使ったパンデミック

対策に、なんらかの肯定的な特徴があると考えられる。実際、東アジアにてパンデミック抑制に比

較的成功してきた国では、協調的幸福感とコロナウィルス感染症の諸症状に負の相関が見られるだ

けでなく、身近な他者と物理的な距離がある状況（例：単身赴任など）にあっても、そうした他者

とのテレコミュニケーションによって関係を維持しようとする行動パターンが見られた。孤独感は

主観的な感覚であり、仮に物理的な距離がなくとも、他者から拒絶されること等で高まってしまう

(Cacioppo et al., 2006)。テレコミュニケーションの心理的な効果に、孤独感を緩衝することがあるな

らば、特に他者と物理的に距離を縮めることが感染リスクとなるパンデミック状況においては、協

調的幸福感の高い個人の示す情報通信技術を用いた行動パターンには、“ウィズ・コロナ”時代を健

全に生きる手がかりがあると考えられる。 
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